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法人（事業所）理念 体験・経験を通じて将来自立した生活が出来る力を育む

事業所名 ヤンチャリカ 作成日支援プログラム

①認知の発達と行動の習得（視覚聴覚触覚等の感覚を活用、必要な情報を収集し認知機能の発達を促す、情報収集後必要な情報を選択し行動する・認知の偏り等個々の特性に配慮・こだわ
りや偏食等に対する支援）②空間・時間、数等の概念形成の習得（数量・形の大きさ・重さ･色の違い等）③対象や外部環境の適切な認知と適切な行動の習得（行動障害への予防及び対
応）　（取り組み）ブロックやカプラ、ワミｰ等の立体造形物を使った創作活動・音楽やリズムを使って五感を刺激するレク・様々な遊びからの視覚聴覚触覚への刺激

①言語の形成と活用（具体的な事物や体験と言葉の意味を結びつける等により体系的な言語の習得、自発的な発声を促す）②言語の受容及び表出（指さし、身振り、サイン等を用いて環境
の理解と意思伝達が出来るよう支援）③コミュニケーションの基礎的能力向上（特性に応じた読み書き能力の向上･人との相互作用を通じて共同注意の獲得等を含めた支援）④コミュニ
ケーション手段の選択と活用（コミュニケーション機器の活用・手話や点字、音声文字等多様案コミュニケーション手段の活用）　（取り組み）伝言ゲームや早口言葉を用いたゲーム・
ロールプレイングゲーム・自己紹介・プレゼンテーション・ミーティングの司会等

①他者との関わり、人間関係の形成（遊び等を通じて人の動きを模倣する事により社会性や対人関係の芽生えを支援・感覚遊びや運動遊びから見立て遊びやつもり遊びごっこ遊び等の象徴
遊びを等して徐々に社会性の発達を支援）②自己理解と行動の調整（大人を介在して自分の出来ること出来ないこと等自分の行動の特徴を理解するとともに気持ちや情動の調整が出来るよ
う支援）③仲間作りと集団への参加（一人遊びから平行遊びを行い、大人が介入して行う連合的遊び、役割分担やルールを守って遊ぶ協同遊びへの支援・集団に参加するための手順やルー
ルを理解し遊びや集団活動に参加出来るよう支援）　(取り組み）ごっこ遊びや模擬店等を等してなりきる・自己紹介、他己紹介（良いとこ探し）など自己と他者を知るためのレク等・先
生のお手伝いや様々な仕事や会社に触れる機会（家事を学ぶ・こーばへ行こう参加・卒業生の話し等）

支援方針

①遊びながら学べる療育②基本的生活習性を身につけ社会性を育む③優しい思いやりの心を養う④ご家庭との連携を大切に子ども達の成長を一緒に見守る

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

誕生日会・外出支援（プール・ミスド作りやチキンラーメン作り等の体験系・工場見学・図書館・バイキング・博物館･科学館・ボーリング・卓球・鍾乳洞・神社仏閣等）お泊まり会（１
泊２日）電車・バス等の公共機関利用・買いもの外食支援・食育（畑仕事・クッキング等）季節の行事（クリスマス・七夕・ハロウィーン・節分・餅つき・正月遊びや初詣・バレンタイ
ン・父の日母の日・お祭り等）

（別添資料１）

家族支援

子育ての悩み等に対する相談支援　ペアレントトレーニング等を活用しながら子
どもの育ちを支える力をつけられるよう支援。保護者の時間を保証するためのケ
アを一時的に代行する。

移行支援

可能な限り、地域の保育･教育等の支援を受けられるように且つ、同年代
の子どもとの仲間作りを目指していく。

地域支援・地域連携

地域の行事への参加（お祭り･イベント等）

職員の質の向上

内部･外部研修の積極的な実施。定期的な全体会議の実施（月1回）資格取
得推奨･補助

支　援　内　容

①健康状態の維持･改善（健康チェック・検温・ストレッチ・筋トレ等）②生活リズムや生活習性の形成（睡眠･食事・排泄のリズム・姿勢維持等）③基本的生活スタイルの獲得（清潔･食
事･衣類着脱･排泄・入浴等）④構造化等により環境を整え特性に配慮（遊びを通しての学習・時間や空間をわかりやすく構造化）　（取り組み）トイレトレーニング・食育・時間に応じた
行動の切り替え（タイムタイマー等）構造化を意識した掲示物、子どもへの指示等

①姿勢と運動・動作の向上（日常生活に必要な動作の基本となる姿勢保持や上下肢の運動・動作の改善及び習得、関節拘縮や変形の予防、筋力の維持強化等）②姿勢と運動･動作の補助的
手段の活用（補助用具等の使用）③保有する感覚の総合的な活用（視覚・聴覚・触覚等の感覚を活用できる遊び等を通じて支援。感覚や認知の特性（感覚の過敏や鈍麻）を踏まえ、感覚の
偏りに対する支援）　（取り組み）体操やダンス、スポーツ等を通じた運動療法・視覚、聴覚、触覚等を刺激するようなゲームレク等・感覚過敏の子に配慮した環境設定等
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